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�－

二
二
オ
ス
プ
レ
イ
の
安
全
性
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書

�－
二
二
オ
ス
プ
レ
イ
の
安
全
性
に
関
す
る
質
問
主
意
書
に
対
す
る
答
弁
書
（
内
閣
衆
質
一
八
〇
第
三
六
一
号

以
下
答
弁

書
）
に
関
し
、
以
下
再
質
問
す
る
。

一

Ｍ
�－

二
二
オ
ス
プ
レ
イ
の
安
全
性
に
つ
い
て

�

答
弁
書
に
よ
る
と
、
「
オ
ー
ト
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
飛
行
に
つ
い
て
は
、
空
力
に
よ
っ
て
回
転
翼
の
回
転
数
を
一

定
に
保
つ
こ
と
等
に
よ
り
揚
力
を
得
て
、
機
体
の
姿
勢
及
び
定
め
ら
れ
た
速
度
を
維
持
し
つ
つ
着
陸
地
点
に
向
け
て
降
下

し
、
着
陸
直
前
に
機
首
を
上
げ
て
速
度
を
制
御
し
、
機
体
を
水
平
姿
勢
に
戻
し
て
着
陸
す
る
手
順
が
確
立
さ
れ
て
い
る
と

の
説
明
を
受
け
て
い
る
。
」
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
オ
ー
ト
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
機
能
は
一
般
に
前
進
速
度
や
高
度
が
不
足

し
て
い
る
場
合
は
十
分
に
そ
の
機
能
を
発
揮
で
き
な
い
と
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
機
体
の
重
量
も
関
係
す
る
と
さ
れ
て
い
る

が
、
Ｍ
�－

二
二
オ
ス
プ
レ
イ
が
フ
ラ
イ
ト
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
み
で
は
な
く
、
現
実
に
軍
事
使
用
が
予
定
さ
れ
る
一

般
的
に
過
酷
な
環
境
下
で
前
進
速
度
や
高
度
が
不
足
し
て
い
る
場
合
に
オ
ー
ト
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
安
全
に
着
陸
す

る
効
果
が
実
機
テ
ス
ト
に
よ
り
確
認
さ
れ
て
い
る
の
か
。

�

前
回
質
問
主
意
書
提
出
後
、
米
国
防
総
省
は
Ｍ
�－

二
二
オ
ス
プ
レ
イ
の
事
故
件
数
を
、
初
め
て
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
の
三
ク

一



ラ
ス
に
分
け
た
数
値
を
公
表
し
た
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
従
来
公
表
さ
れ
て
い
た
、
Ａ
ク
ラ
ス
（
死
者
や
二
〇
〇
万
ド
ル
以

上
の
損
害
を
出
し
た
ケ
ー
ス
）
を
除
く
事
故
発
生
率
は
海
兵
隊
の
平
均
を
大
き
く
上
回
っ
て
お
り
、
客
観
的
に
Ｍ
�－

二

二
オ
ス
プ
レ
イ
の
安
全
性
に
疑
問
が
生
じ
る
と
と
も
に
、
米
国
防
総
省
の
こ
れ
ま
で
の
説
明
の
信
ぴ
ょ
う
性
に
疑
問
が
生

じ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
公
表
数
字
を
ど
の
よ
う
に
評
価
し
て
い
る
の
か
。
政
府
の
見
解
を
問
う
。

�

米
国
防
総
省
が
新
た
に
発
表
し
た
Ｍ
Ｖ－

二
二
オ
ス
プ
レ
イ
の
事
故
件
数
等
と
の
関
連
で
、
オ
ー
ト
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

が
有
効
に
機
能
し
た
た
た
め
、
事
故
を
防
止
ま
た
は
縮
小
で
き
た
例
を
承
知
し
て
い
る
の
か
。

二

Ｍ
Ｖ－

二
二
オ
ス
プ
レ
イ
の
事
故
原
因
に
つ
い
て

�

Ｍ
Ｖ－

二
二
オ
ス
プ
レ
イ
の
事
故
に
つ
き
、
防
衛
省
は
独
自
の
調
査
を
行
い
人
的
要
因
に
よ
る
事
故
と
す
る
米
国
の
調

査
報
告
を
追
認
し
た
。
そ
も
そ
も
、
日
本
で
独
自
に
調
査
が
可
能
な
ほ
ど
十
分
な
資
料
が
米
国
か
ら
提
供
さ
れ
た
の
か
、

ま
た
は
政
府
が
独
自
に
収
集
し
た
資
料
が
あ
る
の
か
。

�

Ａ
ク
ラ
ス
の
重
大
事
故
に
つ
き
、
人
的
要
因
と
の
報
告
が
立
て
続
け
に
な
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
も
そ
も
Ｍ
Ｖ－

二
二
オ

ス
プ
レ
イ
は
機
体
構
造
が
二
軸
回
転
系
で
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
残
り
の
第
三
軸
周
り
に
自
然
回
転
力
が
生
じ
る
た
め
、
極

め
て
高
度
な
操
縦
技
術
と
制
御
機
構
が
要
求
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
結
果
と
し
て
そ
の
操
縦
方
法
や
機
体
構
造
が
人
的
要

二



因
を
誘
発
し
や
す
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
先
の
政
府
の
事
故
調
査
に
お
い
て
そ
の
点
に
つ
き
十
分
な
検

討
が
な
さ
れ
た
の
か
。

�

人
的
要
因
に
よ
る
事
故
か
否
か
に
か
か
わ
ら
ず
海
兵
隊
の
平
均
を
上
回
る
事
故
率
で
あ
る
Ｍ
Ｖ－

二
二
オ
ス
プ
レ
イ
に

つ
い
て
、
人
口
密
度
の
高
い
我
が
国
に
お
い
て
低
空
飛
行
も
含
む
訓
練
を
行
う
こ
と
は
、
国
民
の
生
命
財
産
を
危
険
に
さ

ら
す
も
の
で
あ
り
行
う
べ
き
で
な
い
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
問
う
。

右
質
問
す
る
。

三


